
豪雨災害時の5段階の警戒レベルと取るべき行動 地震の揺れと被害想定
警戒レベル 住民が取るべき行動 行動を促す情報

5 すでに災害が発生・切迫している状況
ただちに身の安全の確保を！

緊急安全確保！

災害への
心構えを高める1

最新の防災情報や気
象情報、ハザードマッ
プを確認する

早期注意情報

自らの避難
行動を確認2 洪水注意報

大雨注意報等

最新の情報
備えと避難行動を
確認する

危険な場所から
高齢者等は避難3 高齢者等避難

高齢者等以外も必要に
応じて避難、もしくは
その準備をする

危険な場所から
全員避難4

対象地域ではこの段階
までに全員速やかに避
難を完了しておく

避難指示

状況によって避難の方法は変わる！ 非常持出品と備蓄品をそろえよう

ハザードマップをより使いこなすには

AEDの使い方

浸水が始まる前なら｢水平避難｣
浸水しない場所にある避難場所
などへ移動

浸水開始後は｢垂直避難｣
頑丈な建物の2階以上または
近隣の高い建物などへ避難

水平避難

垂
直
避
難

2

1

ハザードマップに自宅を書き込む
※最新版を日頃からチェック

｢マイ・タイムライン｣を作って
実際に避難所まで歩いてみる

定期点検！
非常時持ち出し品は
定期的に点検を！
いざというときに支障がないように、食品類の賞味期限や
持ち出し品の不備を定期的に点検しましょう。

携帯トイレ、使い捨てカイロ、裁縫セット、ガムテープ、地
図、筆記用具（マジックなど）、スコップなど。

ポリタンク、ホイッスル、予備の眼鏡・補聴器、ビニールシー
ト、新聞紙、補助用具としてロープ、スコップ、バールやハン
マー、のこぎり、車のジャッキなど。

非常時持ち出し品は、使用するときに支障のないように、
定期的に点検しておきましょう。とくに食品や飲料水の
賞味期限はまめにチェックし、賞味期限がせまったもの
から順に入れ替えておきましょう。

地震の規模をマグニチュード、揺れの強さを震度といいます。東北地方太平洋沖地震では地震の規模を示すマグニチ
ュードは9.0を記録し、この地震により宮城県栗原市で震度７を観測、平成28年４月の熊本地震ではマグニチュードは
7.3を記録し、震度７を２度観測しました。マグニチュードは地震のエネルギーの規模を示し、マグニチュードが１増え
ると地震のエネルギーは約32倍、2増えると1000倍になります。

（気象庁震度階級表より作成）

□ 常備薬
□ 傷薬
□ 風邪薬
□ 鎮痛剤
□ 絆創膏

□ 消毒液
□ マスク
□ 手指消毒液
□ おくすり手帳
□ 体温計

□ 多少の現金
□ 印鑑
□ 健康保険証

□ 預金通帳
□ 10円玉

□ 懐中電灯
　　（できれば一人にひとつ）
□ 電池（多めに用意）
□ モバイルバッテリー

□ 非常用食品
□ 缶切り

□ 缶詰

出典：国土地理院ウェブサイト （https://www.gsi.go.jp/bousaichiri/denshouhi_operation.html）

□ ミネラルウォーター
□ 紙コップ
□ はし、スプーン等

火を通さないで食べられる
もの、食器など

□ 衣類（下着・上着など）
□ ヘルメット
□ 粉・液体ミルク
□ スリッパ　　　
□ ライター　　 　
□ 携帯電話の充電器     

□ 飲料水としてペットボトルや
　 缶入りのミネラルウォーター
　  （1人1日3リットルを目安に）
□ 貯水した防災タンクなど

□ お米（缶詰・レトルト・アルファ米も便利）
□ 缶詰・レトル卜食品
□ カップ麺・インスタントみそ汁など
□ 梅干し・調味料など
□ ドライフーズ・チョコレート・アメ（菓子類など）

□ 卓上コンロ
□ ガスボンベ
□ 固形燃料

□ 生活用水（風呂・洗濯機などに貯水）
□ 毛布・寝袋・洗面用具・
　 ドライシャンプーなど
□ 調理器具（なべ・やかんなど）
□ バケツ・各種アウトドア用品など

マグニチュードと震度の違い

令和２年７月豪雨

●豪雨をもたらした線状降水帯
　熊本県内では令和2年7月3日夜から低気圧や梅雨前線
に向かって暖かく湿った空気が流れ込んだ影響で、3日夜
から4日朝にかけて熊本県南部では局地的に猛烈な大雨と
なり、鹿児島県鹿屋市で1時間雨量109.5ミリを観測、24時
間雨量は熊本県、鹿児島県、福岡県でそれぞれ400ミリ以
上を記録し、特に日本三大急流のひとつ球磨川流域上空に
は「線状降水帯」が居座り、山江村においても3日からの24
時間総降水量が453ミリを記録し、過去にない大雨を長時
間降らせた結果、球磨川や支流河川で氾濫し大洪水とな
り、死者・行方不明者67人という大惨事となった。

　大雨や台風などは夜間に影響を及ぼすことが
ほとんどで令和2年7月豪雨災害で「危険なこと
が起こるかもしれない」と感じた住民は午前5時
台で、明け方になってからであった。
命を守る避難の方法は、安全な場所に事前に避
難することが原則であり、雨が強く降る前に、明
るいうちの早めの避難（予防的避難）を心がける
ことが重要になります。

予防的避難
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2

3
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人は揺れを感じない。
くり平も揺れを感じない。

屋内で静かにしている人の中に
は、わずかな揺れを感じる人が
いる。

屋内で静かにしている人の多く
が揺れを感じる。
つり下がっている電灯などがわ
ずかに揺れる。

屋内にいる人のほとんどが揺れ
を感じ、棚にある食器類は音をた
てる。電線が少し揺れる。
くり平は、安全確保を始める。

眠っている人のほとんどが目を
覚ます。部屋の不安定な置物が
揺れることがある。電線が大き
く揺れる。

大半の人が恐怖を覚え、物に
つかまりたいと感じる。棚にあ
る食器類や書棚の本が落ちる
ことがある。

大半の人が、物につかまらないと歩
くことが難しい。固定していない家
具や、外では自動販売機が倒れるこ
とがある。自動車の運転は困難。

立っていることが難しい。壁のタイルや
窓ガラスが破損、落下することがある。
またドアが開かなくなる。耐震性の低い
木造住宅では倒壊するものがある。

立っていられず、はわないと動くこ
とができない。固定していない家具
のほとんどが移動し、倒れるものが
多くなる。

耐震性の高い木造建物でも、ま
れに傾くものや、倒れるものが
さらに多くなる。揺れに翻弄さ
れる。

AED使用の流れ
AEDの準備

AED（自動体外式除細動器）は、心停止の傷病者を救う装置
です。心臓のポンプ機能を正常に戻してくれます。一般の人
でも使える設計なので、使い方をマスターしましょう。

　AEDを傷病者の頭の近くに置く。
音声メッセージと点滅するランプで、
AEDから救助者がやるべき指示が出
される。落ち着いて指示に従う。

心電図の解析
　電極パッドをはると、傷病者から離れるように音声メッセージが流
れ、除細動が必要かどうか判断するため自動的に心電図の解析がはじ
まる（｢解析ボタン｣を押す必要がある機種もある）。

電気ショックの実施
　自動解析で電気ショックが必要と判断
されたら、音声メッセージに従って操作す
る。傷病者に誰も触れていないことを再確
認し除細動ボタンを押す。電気ショック後は、
音声メッセージに従い、直ちに⑥の心肺蘇生を開始する。
　※除細動を実施すると、傷病者の全身の筋肉が瞬間的にびくっと動く。

心肺蘇生とAEDを繰り返す
⑤の電気ショックの後
④の結果｢電気ショックの必要なし｣などの音声メッセージが出た場合
　上のいずれの場合も、ただちに心肺蘇生を行う。心肺蘇生を開始して
2分（胸骨圧迫30回、人工呼吸2回を5サイクルほど）たつと、AEDが自
動的に心電図の解析をはじめ、再度｢ショックの要・不要｣の指示が出る。
ショックが必要とされた場合、以後この手順（電気ショック1回→心肺蘇
生2分間）を救急隊員や医者に傷病者を引き継ぐまで繰
り返す。途中、普段どおりの息をしはじめた場合など
は心肺蘇生を中止。回復体位（AEDをつけたまま
体を横向きにする）にして観察を続ける。
　※｢ショック不要｣のメッセージが出ても、
普段どおりの息がない場合は心肺蘇生を続
ける。　

フタを開ける（電源が入る）
　フタを開けると自動的に電源が入る。
以後、音声の指示に従って、操作する。
　※機種によっては、AED本体をケースから
取り出し、電源スイッチを押すものもある。
　※AEDの対象者は、突然心停止を起こした
傷病者。意識も呼吸もない人が対象となる。

電源パッドを装着
　袋から2個の電極パッドを取り出し、胸の右上（鎖骨の下で胸骨の右）
と胸の左下側（わきの下5～8cm下）に、すき間ができないようにはる。
詳しい位置は、電極パッドそのものや入っ
ていた袋に表示されている。
　※機種によっては、パッドのケーブルを
AED本体に差し込む必要がある。　

近所を歩くことで、自然災害伝承碑　　や
想定浸水深・実績浸水深など水害被害の
危険度を知る手がかりも見つかる

どうして豪雨となったのか

熊本県管理区間の支川の観測推移グラフ

万江川観測所（県）　（自流区間）

7月3日 7月4日

※観測所：山江村大字万江尾形

※｢熊本地方気象台 災害時起床資料｣より抜粋
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アメダス降水量の時系列図（7月3日～4日）
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氾濫危険水位　115.34ｍ
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平成28年熊本地震で役に立ったもの

マイ・タイムライン
1
2
3
4
5

自宅は安全ですか？
避難場所は複数の候補を考えましょう
情報収集手段は何がありますか？
キキクルも活用しましょう
早めの避難が必要な方はいませんか？
避難所を確認しましょう

家族全員が避難行動をとりましょう

命を守る行動を

5 レベル5
土砂災害特別警報

レベル5
氾濫特別警報

レベル5
大雨特別警報

レベル5
高潮特別警報

命の危険　直ちに安全確保！
【緊急安全確保】

危険な場所から全員避難
【避難指示】

レベル4
土砂災害危険警報

レベル3
土砂災害警報

レベル2
土砂災害注意報

4

3
避難に時間を要する人は
早めに避難、避難の準備など

【高齢者等避難】

避難行動を確認（避難場所や避難
ルート、避難のタイミングなど2

1 災害への心構えを高める

土砂災害
急傾斜地の

がけ崩れや土石流

レベル4
氾濫危険警報

レベル3
氾濫警報

レベル2
氾濫注意報

河川氾濫
1級河川などの
大きな河川の氾濫

レベル4
大雨危険警報

レベル3
大雨警報

レベル2
大雨注意報

早期注意情報

大雨
低地の浸水や

大河川以外の氾濫

レベル4
高潮危険警報

レベル3
高潮警報

レベル2
高潮注意報

高潮
海水面の上昇や
高波による浸水

住民が取るべき行動
【避難情報】

<警戒レベル4までに危険な場所から必ず避難！>

令和８年より気象の警報などが大きく変わります

台

◎発表される警報・注意報の名称にレベルが付
記されます。避難行動と直結するレベルがすぐ
わかり、避難判断の目安が明確になります。

　現在の気象状況と今後の見込
みを伝え、災害への備えや今後の
行動の検討や判断を後押しする情
報です。

この情報が出たら、すぐ動いて

「気象防災速報」POINT

備えは「早め」が安心！

「気象解説情報」POINT

警報・注意報の情報名に
「レベル」が付記されます

POINT 「警戒レベル4相当」の情報は
「危険警報」として発表されます

POINT 河川の氾濫の危険度の伝え方が変わります
（特別警報の新設など）

POINT

●気象防災速報（線状降水帯発生）
●気象防災速報（記録的短時間大雨）

一例

警戒レベル３（高齢者等避難）に相当
※国土交通省または都道府県と共同で発表する洪水予報の対象河川

変
更
例

（旧）「大雨警報」
➡（新）「レベル３大雨警報」

◎危険な場所から避難が必要な状況である
レベル4相当の情報が「危険警報」として発表
されます。

（旧）「土砂災害警戒情報」
➡（新）「レベル4土砂災害危険警報」

◎従来の「洪水警報」「洪水注意報」は廃止されます。今後は河川の区分に
応じ伝え方が変わります。

変
更
例

変
更
例

（旧）「洪水警報」
➡【洪水予報河川※】　　　　　（新）「レベル３氾濫警報」
➡【洪水予報河川以外の河川】　（新）「レベル３大雨警報」
◎河川の氾濫に関し「レベル５氾濫特別警報」が新設されます。

　災害発生の危険度が高まっ
ている状況で､警戒感を一段高
めて速やかな防災対応や行動
の判断を後押しする情報です。
　この情報が発表されたら、キ
キクルなどの他の防災気象情
報や、自治体が発令する避難情
報にも留意し、身の安全を確保
してください。

●気象解説情報（台風第〇号）
●気象解説情報（線状降水帯半日前予測）

一例


